
ボ
ー
リ

　
皿

ン
グ
調
査
準
備
中
止

上
関
一
発
中
電
、
反
対
派
抗
議
で

　
中
嘱
一
力
は
４
日
、
上
関
町

巾
上
関
一
発
痙
勲
工
霧
で
糖

‘
‐
ｉ
る
予
ｔ
″
≒
だ
剱
の
ボ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

上関原発建設

リ
ン
グ
麟
畜
の
準
備
作
業
を
中

止
し
た
。
猷
発
建
設
計
朧
に
反

対
す
る
問
町
祝
島
の
島
民
ら
が

集
船
約
1
0
隻
を

調
査
海
域
に
停

泊
さ
せ
る
な
ど
‐
‐

し
て
抗
議
活
動
・

を
行
っ
た
た

め
、
安
全
が
確

保
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
判

断
し
た
。

　
中
電
上
関
原

子
力
発
電
所
準

備
事
務
所
に
よ

る
と
、
同
日
は

予
定
地
の
海
域

抗
議
の
た
め
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査

の
予
定
海
域
に

集
ま
っ
た
漁
船

日
４
日
、
上
関

町
長
島

で
掘
削
地
点
の
測
量
や
地
点
を

示
す
ブ
イ
の
設
置
な
ど
を
予
定

　
　
．
．
．
。
ｚ

ｖ

ｌ
ｌ
Ｊ
ｉ
ｋ
ｌ

し
て
い
た
。
し
か
し
、

午
後
２

¥
ｌ
ｙ
．
１
’
“

時
ご
ろ
の
時
点
で
漁
船
釣
一
…
…
隻

が
集
ま
り
、
中
竃
が
海
域
か
ら

出
る
よ
う
に
交
渉
し
た
が
、
反

対
派
は
応
じ
な
か
っ
た
。
同
３

時
ご
ろ
に
作
業
船
が
到
着
し
た

が
、
中
止
を
決
め
た
。

　
同
準
備
事
務
所
の
内
冨
恭
則

広
報
部
長
は
「
作
業
が
進
め
ら

れ
ず
残
念
。
５
日
以
降
も
安
全

確
保
を
最
侵
先
に
進
め
た
い
」

と
話
し
た
。

　
中
電
は
原
発
の
新
規
制
基
準

に
対
応
す
る
た
め
、
昨
年
1
1
月

に
活
断
層
の
有
無
を
調
べ
る
海

上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
準
備
作

業
を
始
め
る
予
定
だ
っ
た
、
し

か
し
、
反
対
派
の
抗
議
活
動
や

海
象
条
件
の
悪
化
で
中
断
し
、

同
り
一
月
に
占
用
許
可
の
廃
止
届

を
県
に
提
出
、
1
0
月
７
日
に
再

ひ
占
用
許
可
を
申
請
し
、
４
日

ブ
ソ
少
佐
ド
‐
繁
に
入
る
予
定
だ
Ｉ

日
比
忖

5)－謳圃●　山(1

反
対
派
の
抗
議
再
び

中
国
電
ボ
ー
リ
ン
グ
準
備
進
ま
ず

木曜日4',!.J24.,.11月５日μ’
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中
国
電
力
（
広
島
市
）
が
上
関
町
で
進
め
る
上
関
原
発
建
設
計
画
で
、
建
設

予
定
地
の
埋
め
立
て
海
域
で
４
日
、
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
す
る
た
め
の
準

一
昨
黎
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
建
設
反
対
派
が
漁
船
を
停
泊
さ
せ
て
抗
議
し

た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
測
量
と
掘
削
地
点
を
示
す
プ
イ
の
設
置
が
で
き
な
か

バ
ツ
。
抗
議
な
ど
で
最
終
的
に
作
業
が
完
了
し
な
か
っ
た
１
年
前
と
同
じ
展
開

・
ぶ
こ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
脇
山
場
俊
、
大
山
典
男
一

　
ｄ
卜
ご
侑
り
一
明
こ
ろ
、

即
吟
旅
で
旬
滅
こ
中
国
４

ｙ
１
ご
舗
石
鰍
謳
し
た
際

に
は
、
既
に
予
定
旭
村
岸

　
。
≒
フ
漣
こ
ｒ
ｊ
吋
収

沸
々
・
″
ド
づ
船
妁

1 0
轡

カ
集
ま
っ
て
い
た
。
中
国

電
側
は
漁
船
に
移
動
を
呼

び
掛
け
た
が
ヽ
応
じ
な
か

っ
べ
同
午
後
３
一
半
ご

ろ
ぶ
尽
砧
者
の
作
業
船

１
哩
が
利
雄
‐
Ｊ
で
も
状
況

は
変
わ
ら
ず
、
安
全
確
保

を
優
先
し
て
こ
の
日
の
作

業
を
断
念
し
た
。

　
建
設
予
定
地
の
陛
上
部

の
田
ノ
溥
海
岸
で
も
、
蒙

発
計
慰
に
反
対
す
る
団
体

中
電
が
準
備
作
業

l･-一匹J

二.海

り底

ヨか

,まら
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ｌ
ｊ
ｌ
Ｉ
．
－
・
：

こ
の
日
は
調
査
地
点
を
碓
定
す

尭
め
の
欄
一
や
ブ
濡
Ｉ

－-
一

Ｉ
句
ｄ
　
　
ｌ
ｌ

反
対
行
動
受
け
中
断
一
剥
ｒ
剔
あ
た
っ
た
糾
島

　
中
国
電
力
（
広
島
市
）
は
４
一

日
ヽ
上
関
町
の
上
関
原
発
建
設

一

予
定
地
で
の
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
の
た
め
の
準
備
作
業
を
始

め
た
。
建
設
に
反
対
す
る
対
岸

の
祝
島
の
島
民
ら
が
漁
船
約
1
0

隻
を
出
し
て
周
辺
で
監
視
し
た

た
め
、
中
国
電
は
安
全
を
確
保

で
き
な
い
と
し
て
作
業
を
中
断

し
た
。

　
海
上
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
予

定
地
周
辺
の
活
断
層
の
有
無
を

調
べ
る
た
め
の
も
の
で
、
予
定

地
西
側
の
沖
２
０
０
び
地
点
を

訓
制
帽
ｖ
中
４
ぶ
・

剔
ｒ
ｕ
ｌ
謳

讐

勁
剔
―
の
県
笥
ａ

い
り
」
ｉ
８
ヨ
‘
”
ひ
で
、
中
国

来
年
１
月
2
8
日
ま
で
で

¶
島
影
と
の
交
渉
を
続
尹

る
と
い
う
。

て
は
ヽ
昨
年
1
1
月
に
中
国
竃
が
Ｉ
‘

心
リ
リ
ン
グ
調
査
を
め
ぐ
フ

準
備
作
業
を
始
め
た
が
、
反
対

派
住
民
ら
に
よ
る
抗
議
行
動
や

一
悪
天
候
に
よ
り
、
1
2
月
に
中

断
。
今
年
1
0
月
に
改
め
て
県
に

占
用
の
申
請
を
し
、
許
可
を
受

一
け
て
い
た
。
　
　
（
藤
牧
幸
一
）

１

１
・
’
ｌ

上聞沸発嶮峻y;定地前の海士で、反対派の漁船に

舶で辺句いで説辨す’る中国電力の社員（左）

調
査
期
間
は
Ｉ
カ
月

１－

ノ
毎

１２

-

gl
]察月２５　置夏蚕皿亘■山東　１３庫

な
ど
が
「
み
ん
な
の
海
だ
」

と
Ｓ
い
た
横
断
幕
を
掲
げ

る
な
ど
し
て
抗
耀
の
意
思

を
示
し
た
。
中
国
雫
よ
関
Ｅ

・

原
発
準
備
事
務
所
の
内
高

ｙ

恭
剛
広
報
部
長
は
「
摩
子
。

尤
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
］

る
調
査
と
脱
明
し
て
き
゛

た
。
し
っ
か
り
と
協
力
を
｀

Ｆ

Ｆ
Ｆ

消
ぱ
１
１
よ
剔
丿
一
Ｕ

’
Ｓ
ｊ
ｌ

ｌ
ｌ
ｄ
Ｓ

Ｓ
ｌ
ｓ
＆

い
く
」
と
括
し
た
。

　
ポ
・
・
・
’
リ
ン
グ
肩
書
一
は
活

断
層
の
有
無
を
輝
べ
る
の

○
μ
の
海
域
に
作
癖
台
船

を
畢
え
付
け
ヽ
水
深
約
Ｈ

μ
の
海
底
を
6
0
封
細
削
す

兎●5S･.4=l半
～
２
ヵ
月
を
予
定
し
乙

い
る
。
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